
　においを嗅ぐ。口に入れる。背に噛みつく。鼻水のついた手で触り、カレーのついた口を擦り付ける。 
棚からひっぱり落としてその音を愉しむ。床に絵本を山のように敷き詰め、足の裏でその不安定な質
感を確かめる。ゆっくりと破る。ちくわを挟む。指を挟む。投げる。自分の足に落ちる。素早くめくり続
ける。手で押さえて読めなくする。前のページに戻ろうとする。積木遊びの台にする。すべり台の上か
ら絵本を滑らせ自分も一緒になって滑る。開いたまま立てて「蝶々蝶々」と見せてくる。消防車が載っ
ているページにまたがり「ウーカンカンカン」と雄叫びをあげる。ママが大切にしている絵本を「はい、
どうぞ。」と持ってくる。絵本と一緒にお風呂に入る。毎晩枕元へ持っていく。朝起きるとほっぺに絵本
の痕が残っている。隣で寝ている父の頭に絵本を突き刺す。
　我が家の 3 歳の娘と 2 歳になる息子を見ながら、僕は絵本と子どもがどうやって出会い、その関係
を育んでいくのかを知ることができた。こういった子どもと絵本とのやりとりと、人と人が友情関係
を育むこととを置き換えてみると、なかなかハードな試行錯誤にも見えるけど、当の本人たちは全身
と五感をフルに使い大真面目に絵本との距離を測ろうとしている。大人にとったら絵本は絵本だけれ
ども、子どもにとったら、そこだけにとどまるつもりが毛頭ないことを理解できる。そういったやりと
りを経て、子どもはそれがいわゆる絵本であることを了解し、その世界にどっぷりと浸っていくこと
になる。
　たとえば、植物学者は、僕たちがハイキングなどで歩く山道の、10 メートルくらいの道のりを、1 時
間でも 2 時間でもかけて楽しみながら歩くと聞いたことがある。僕たちが当たり前だと思って見過ご
し目に止めないような物事の中に、無限に疑問やワクワクを見つけることができるのだろう。ほんの
わずかな期間ではあるが、子どもが絵本と出会い、ゆっくりと徐々に親しくなる過程にも、その子なら
ではのドキドキとワクワクに満ちた不思議な冒険物語が夏草のように生えているのだろう。そして、
大人と同じようにそれが絵本であることを知ってしまうと、もうそのたくましい物語へは二度と後戻
りはできないのかもしれない。そう考えると、僕は子どもが絵本と出会っていくこの物語を少しでも
長い時間味わってもらいたい心持ちになる。じっと見守り、大人が先回りしてその物語を壊してしま
わないように。
　でも現実には難しく、理解不能な子どもと絵本とのやりとりをみて、時には表情が曇り、眉間にはシ
ワがよることもある。そして「なんでそうなるのー」とか「おいおい」「コラコラ」という言葉が口から
漏れてしまうことも。そんな時は、自責の念にかられながら赤塚不二夫の「これでいいのだ」というフ
レーズを思い出す。我が家の子育てはこの言葉に何度も救われている。

彦坂 敏昭

1983 年愛知県生まれ。京
都芸術大学こども芸術学科
講師。

記憶に残っている絵本は
「100 万回生きたねこ（作・
絵：佐野洋子）」。祖父がよ
く読んでくれました。娘が
生まれるまで読み返すこと
はありませんでしたが、今
でも書店や図書館で表紙の
猫に会うたびに「久しぶり、
元気？」と心の中で声をか
けています。

(ひこさか　としあき )

● 見学　
・こども芸術学科　教員 1名・学生 2名　4月 19 日（金）
・関西大学　学生 1名　4月 21 日（日）
・山中比叡平こども図書館　スタッフ 1名　8月 2日（金）
・京都市国際交流会館　職員 1名　8月 8日（木）
・津市よみきかせボランティアグループ　6名　8月 23 日（金）
・修学院第二小学校　児童 5名・教員 2名　10 月 31 日（木）
・こども芸術学科　教員 1名・大阪保育福祉専門学校　教員 1名　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月 6日（木）
・日本メキシコ学院　スタッフ 2名　2月 7日（金）

●取材
・招き猫美術館　学芸員 1名　8月 30 日（金）

その他7.
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編集後記

・私が着任した当初は絵本の知識も多くなく、レファレン
スにも自信がありませんでした。しばらく経った頃、年中
の女の子が私のおすすめした本をとても気に入ってくれた
ようで、家で何回も繰り返し読んでいたそうです。最終的
にはお気に入りの 1 冊となり購入されたと聞きました。
私のおすすめした本が心に残ってくれたことが嬉しかった
です。これからも子どもたちに素敵な本を届けたいです。
（大矢）

・2019 年 12 月に「京都科学読み物研究会」の島崎さんに
よるピッコリーでの「ブックトークの時間」が 200 回に
なりました。長年にわたり活動をしていただいたことに感
謝し、子どもたちよりお礼の言葉を贈らせていただきまし
た。ピッコリーは地域の方やボランティアの方々のご協力
で支えられています。これからもボランティアの方々の協
力をいただき本と親子をつなぐ場所でありたいと思いま
す。（村瀬）

＊見学、及び、依頼に基づく対外活動を掲載。
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